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柏原 柏原 塩見　正 71 ・元団体職員
・元公務員
・元営農組合　組
合長
・元農事組合法
人　代表理事
・元自治会資源
保全会　副会長
・農地利用最適
化推進委員

令和２年度から農地利用最適化推進
委員として活動をしてきました。全農で
の勤務を経て、丹波市役所農業振興
課で利用拡大のための、人材教育、
農地計画を推進してきた経験をもと
に、耕作放棄地の解消に取り組んでき
ました。
令和４年度からは、県の治山事業の
業務補佐役を行いながら、地域農業
の農地についても、農地利用拡大と耕
作放棄地解消のために、取り組んでま
いりました。今後も、丹波市の農業振
興と若手の育成、さらには丹波市農政
の持続的発展の推進役として、微力を
注いでまいります。

専業
自作地　7,000㎡
借入地　1,600㎡
水稲

無し 柏原自治協議会
会長　坂本　康子

一色　元
亀井　剛

１　豊富な農業経験と知識に基づき、農業経営
を取り巻く環境を熟知され、丹波市の農業が抱
える課題解決に向けた活動と丹波市の農業発
展と振興・推進に期待が持てる。
２　長年の農業施策推進や計画の立案など、農
業に関する造形が深いので、地域の農業従事
者からの信頼が厚く、いろいろな農業に携わる
方々からの意見や要望を聞き、的確なアドバイ
スを与えるなど、地域内の農業従事者への世
話役活動に努めるなど、地域密着型活動に尽
力されている。
３　農政に関した自己研鑽に常に務め、十分な
熱意と資質を有している。
４　令和２年度から農地利用最適化推進委員と
して活動し、知識豊富な人材として柏原自治協
議会として推薦する。

氷上 中央 太田　信太郎 66 ・元団体職員
・元農会長
・多面的機能支
払交付金協議会
理事
・水利組合副組
合長

丹波ひかみ農協を退職後、自治会役
員等をしながら、勤務時代の兼業から
小規模ながら専業として稲作農業を営
んでいます。
農業従事者の高令化と後継者不足に
よる耕作放棄地の増加、圃場条件や
水利・用排水路など農業インフラの整
備・更新、農業経営への経済的意欲
の減退など、自身の農業経営も含め
地域農業の持続継続に向けての課題
が多くある中で、それらの課題解決の
ため農地利用の適正化に向けて活動
する推進委員として、その職務を果た
していきたいと思います。

専業
自作地　9,160㎡
水稲

無し 中央地区自治振興会
会長　村上　豊

長年にわたり本地区において農業に従事し、地
域農業の振興と発展に尽力してこられました。
また、自治会活動にも積極的に参加され地域
住民との信頼関係も厚く、誠実で責任感のある
人柄です。農地の適正な利用や後継者育成な
ど、地域農業の課題にも理解が深く、推進委員
としての職務を適切に遂行できる人物であるた
め推薦します。

氷上 生郷 荻野　隆男 74 ・会社員
・元資源保全の
会会長
資源保全の会副
会長
・元自治会長

１.地域の代表として、農地パトロール
等を通して遊休農地の解消に向け、農
地地権者等への働きかけを行ってい
きたいと思います。
２.地域計画等の地域の話し合いで担
い手への農地集積・集約化に向けた
活動を行っていきたいと思います。
３.農業委員と連携し、農地等の利用の
最適化の推進を行いたいと思います。

兼業
自作地　3,780㎡
借入地　1,860㎡
水稲・露地野菜

無し 生郷自治振興会
会長　松井　久信

１.地元の本郷自治会長及び生郷自治振興会
理事として地域課題への取り組みも積極的で
適任である。
２.地元の資源活動の会におけるリーダーとして
活躍や農業に関する見識が豊富である。また、
本業務の見識や熱意があり、地域内において
も信望が厚い。
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氷上 葛野 畑中　忍 70 ・元会社員
・元農会副会長
・元農会長
・農地利用最適
化推進委員

・カドノ地区の団体等からの推薦をうけ
引き受けることになりました。地区の会
長又は自治会の区長からの強い要望
で２期目を了承しました。
・農地、環境に対してだいじと思うので
微力ながら取組でいきます。

自家消費
自作地　5,970㎡
借入地　5,570㎡
水稲

無し 葛野報徳自治振興会
会長　十倉　善隆

畑中氏は２期目の推せんとなりますが、一期目
の経験を活かし、地域の農業環境を更に良くし
ていきたい思い、意欲も持たれており責任感も
強く、真面目に取り組まれた実績からも適任者
であると考え、再度推せんいたします。

氷上 沼貫 浅香　孝行 69 ・営農生産組合
副組合長

何をすればよいのか分かりませんが
色々と勉強していきたい。

自家消費
自作地　7,000㎡
水稲・露地野菜

無し 沼貫地区自治振興会
会長　打田　哲夫

昨年から氷上町谷村営農生産組合の副会長と
して地域農業の維持発展にご尽力頂いており
今年度は谷村自治会長として自治会はもとより
沼貫地区全般にわたり積極的に活動。
これからの農業の推進と活性化を牽引して行っ
ていただく第一人者として人望も厚く推薦するも
のです。

氷上 幸世 谷田　豊明 69 ・元公務員
・元団体職員
・元土地改良総
代
・集落営農組織
・農地利用最適
化推進委員

農業を取り巻く環境は年々厳しさを増
し、地域の農地を守るには、農家だけ
でなく地域全体での支えあいが不可欠
となっている。
これまでの農地利用最適化推進活動
の経験を踏まえ、担い手の確保と耕作
放棄地の抑制に努め、地域農業が持
続できる体制づくりに尽力したい。

兼業
自作地　11,000㎡
水稲・露地野菜・果
樹

無し 幸世自治振興会
会長　田中　健治

地域における課題解決に向けて、３年間の経
験を生かし再度地域のためにご尽力頂きたく推
薦するものです。

青垣 佐治 西田　明弘 69 ・元会社員
・農地利用最適
化推進委員

青垣町佐治地区においても兼業農家
の平均年齢も70才を越えて来ている。
本年に至っては、日本中にクマが出没
して人の命が、奪われています。
耕作放棄地の発生抑制に少しでも役
に立てる様に、申し込み致します。

専業
自作地　4,500㎡
借入地　3,600㎡
水稲・その他（黒大
豆）

無し 佐治地域自治協議会
会長　古川　正孝

氏は”地域の農地は地域が守る”を心情として、
地域の営農組合に役員として参画し、遊休農地
の解消、丹波大納言小豆など特産物の栽培推
進に意欲を持ち、地域農業の活性化に向けて
取り組んでおり、農地利用最適化推進委員に
ふさわしい人材として推薦いたします。

青垣 芦田 田中　和明 70 ・元学校職員
・元自営業
・元農会長

農業の後継者不足が現在大きな問題
で衰退をたどる現状です。
荒廃するであろう農地の健全な対応
が必須であるため、地元の農地と農業
を守っていく為に尽力し、次の世代と
繋がる活動をしたいと思います。

専業
自作地　8,000㎡
露地野菜

無し 芦田自治振興会
会長　足立　秀一

西芦田第３農会の農会長を１期２年経験され、
地域の農業事情をよく認識し、現在の農業施策
にも精通されています。
温厚な性格と責任感で地域の信頼も厚く、農業
への取組も熱心で地域農業の課題に積極的に
対応できるため、人格、信条、行動に問題なし
と判断し、当該委員に推薦します。
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青垣 神楽 安達　謙蔵 72 ・元会社員
・自治会長
・自治振興会副
理事長
・農地利用最適
化推進委員

・近年の異常気象により、農作物の不
足も予想され単価も高騰な状況であ
り、農地の確保は重要な課題でありま
す。我々が農地を荒廃田にしない為に
努力せねばならない。
・土地の相続義務化が施行され、昨年
４月以降、相続人が農地の売却しない
旨の案件が急増しており、継続可能な
農業経営をされる方が譲与を受けられ
るよう目をひからせなければならな
い。

専業
自作地　10,960㎡
借入地　8,200㎡
水稲・露地野菜・果
樹

無し 一般財団法人　神楽自治
振興会
理事長　目賀多　茂

安達謙蔵氏は農地利用最適化推進委員として
平成28年７月から務められ地域の農業事情を
的確に把握し、任務を遂行していただいた。
また、自治会長、当会副会長として地域づくりに
貢献し、地域の事業に詳しく人望もある。自ら農
地も1.9ha耕作し、農業への見識も高く、農地維
持の重要性を十分理解されており、地域を挙げ
て推せんできる人物であります。

青垣 遠阪 足立　靖 69 ・会社員
・農地利用最適
化推進委員

私は、遠阪地域の農地利用最適化推
進委員を担っています。
その中で耕作放棄地が年々増加する
ことに大きな不安を覚えています。主
な原因は農業者の高齢化と後継者不
足による農業人口の減少です。これは
遠阪だけの問題ではなく、日本農業が
抱える最も大きな課題です。私は最適
化推進委員として、また稲作経営の農
家として農地相談や農地パトロールな
どの実践に取り組み、地域の農地を
守っていきます。

専業
自作地　12,000㎡
借入地　118,000㎡
水稲・その他（小豆・
黒大豆）

無し 遠阪自治協議会
会長　前田　進

遠阪地域では、高齢化の影響により、自作とし
て農業の継続が難しくなってきている。今後さら
なる高齢化により、自作できなくなる農家が増
加する可能性が高い。また、借り手農家も高齢
化により、借受地の返還も考えられ、耕作放棄
地がさらに増加してくることが懸念される。この
ような状況の中、専業農家としての豊富な知識
と実績や最適化推進委員としての熱意と見識を
有している人物であり、このような課題の解決
にむけて期待できる人物であります。
また、これまでの農地利用最適化推進委員とし
ての実績を踏まえ、耕作放棄地の解消に、むけ
た活動に熱心に取り組まれ、地域住民の信頼
も厚く、今後の農地・集落環境の維持など地域
活性化に向け役割を担っていただける中核の
人材として期待している。

春日 黒井 中出　靖大 46 ・農業法人　役員
・団体理事
・農地利用最適
化推進委員

地域の担い手の状況と耕作放棄地の
現状を理解し、効率的かつ持続可能
な農地利用を推進します。特に新規就
農者や新規農地所有者を厳正に営農
を行ってもらえるように、支援していく
所存でございます。

専業
自作地　15,000㎡
借入地　250,000㎡
水稲・露地野菜

無し 黒井地区自治会長会
会長　山川　茂則

前年度より推進委員をお世話になっています。
持続可能な農業を日々精進され、地域活性化
に向けても大いに力を発揮されています。若手
のホープとして大いに期待されるところであり、
必要な人財です。

春日 春日部 義積　克也 69 ・元団体会員
・会社員
・元農会長
・元多面的機能
支払交付金事務
局会計
・農地利用最適
化推進委員

農業経営者の高齢化や後継者不足に
より管理することができず放置される
農地もあると認識しています。
そこで、農地を守り、農地を活かすこと
を念頭に地域の皆様と伴に、地域の
専業農業者、大規模を目指す農業者
等色々な人々とコミュニケーションを取
り、問題解決に努力したいと思いま
す。

兼業
自作地　7,590㎡
借入地　4,710㎡
水稲

無し 春日部自治協議会
会長　笹川　一太郎

一期３年をお世話に成り、自治協議会・自治会
長会審議の結果留任二期目をお願いする事と
成りました。
本人義積氏も農会長の経験も有り農業に感す
る知識行動力も経験済の方で有り今期も満場
一致にて決議致しました。



推薦による農地利用最適化推進委員の候補者一覧

地域 地区 被推薦者 年齢 職歴等 抱負 農業経営の状況 農業委員への応募の有無 推薦者 推薦理由

春日 大路 細見　修 65 ・元会社員
・農会長

現状況を見た場合各農家さんでの後
継者の離農も多くなりつつあり今後地
区内でも休耕田や放棄地といった周り
の環境にも悪影響を与える悪循環が
懸念される事明白であると思われま
す。各農家さんにも寄り添い県・市・Ｊ
Ａ・地域を含めて取り組むべき具体案
を出し協議を重ね皆と協力できる様に
微力ではありますが推進委員として努
力して行きたいと思っております。

自家消費
自作地　891㎡
借入地　1,090㎡
水稲

無し 大路地区自治会長会
会長　小西　和良

現在、農会長として区内の農業の維持・発展に
携わり、農業を取り巻く課題も把握され、問題
意識を持って取り組まれています。
また、大路地区の農会長会でも活躍し、他地区
の状況も認識されており、農地利用最適化推
進委員として職務を適正に実行できる人材であ
ると考えます。
以上のことから大路地区自治会長会として、細
見修氏を推進委員として推薦します。

春日 国領 近藤　康男 71 ・農業
・元多面的機能
支払交付金事務
局会計
・農会長

丹波市の農家も高齢化が進み耕作放
棄農地が増えつつあります。わが地域
でも高齢により耕作できない農地が増
えています。その耕作放棄農地の解
消と丹波市の観光スポットを目指し、
柚遊農園ひまわり実行委員会を設立
し取り組んでいます。その一委員とし
て参加しています。丹波市で新規就農
をめざしている方も増えつつあります。
農地利用最適化推進委員として地域
の情報を伝えていけるよう努めます。

自家消費
自作地　2,410㎡
水稲・露地野菜

無し 国領地区自治会長会
会長　久下　拓朗

被推薦人は、以前、行政の農業関係に従事、
地元でも農業関係の役員にも従事、募集要項
に記載されている「５.主な業務」の５項目及び
「６.応募資格」の要件について十分な識見を有
している。また、国領地区の地形、農業事情に
詳しく、推進委員にふさわしい方である。

春日 船城 荻野　一馬 47 ・農業法人　役員
・農地利用最適
化推進委員

地元の農地と農業を守っていく為に尽
力し、次の世代へと繋がる活動をした
いと思う。
様々な問題を一つ一つ解決に向かう
様に努力したい。

専業
自作地　   7,000㎡
借入地　200,000㎡
水稲・露地野菜・施
設野菜・果樹

無し 船城自治会長会
会長　山田　吉晴

荻野一馬氏は、丹波市農地利用最適化推進委
員は、前期に引き続きの推せんとなる。幅広い
知識の持ち主で、先進的な考えで事業推進を
行う人材である。
農業者の担い手への対応や新規参入者の支
援、地域協議への参加など積極的な活動が期
待される。

山南 上久下 森田　和志 75 ・元公務員
・元農業委員
・農地利用最適
化推進委員

農業委員を１期、農地利用最適化推
進委員として３期目を務めている。荒
廃農地・遊休農地の解消に農業委員
と共に努力してきた。特に将来の農業
の担い手を確保し、農地保全のため
の地域計画の策定が重要な課題と
なっており、地域の農会・自治会と協
力し、計画策定を推進すると共に、地
域農業の発展と農地保全に微力なが
ら貢献したい。

専業
自作地　220㎡
借入地　3,350㎡
水稲・露地野菜

無し 上久下地域自治協議会
会長　野垣　克巳

森田氏は、農業委員・最適化推進委員としての
経験も豊富で、地域に溶け込んだ活動は、素晴
しく、特に今期の地域計画策定に関しては、地
区全域に関与し後継者づくり・農業維持発展に
貢献されている。農地利用最適化推進委員とし
ての再任を推薦致します。



推薦による農地利用最適化推進委員の候補者一覧

地域 地区 被推薦者 年齢 職歴等 抱負 農業経営の状況 農業委員への応募の有無 推薦者 推薦理由

山南 久下 中村　直樹 59 ・元公務員
・農地利用最適
化推進委員

将来にわたり地域の農地を守り、農業
振興をはかり、地域の農地、農業を
守っていきたいと考えている。

兼業
自作地　6,000㎡
借入地　4,000㎡
水稲・露地野菜・果
樹・その他（小豆）

無し 久下自治振興会
会長　清水　邦泰

被推薦者は、現在、熱心に農業に従事し。地域
の農業者とも協力し、精力的に農地の保全に
貢献している。
地域の農家の事情にも精通しており、人望もあ
り、人脈もあり、リーダー的存在である。また、
行政のこともよく分かっており、農地利用最適
化推進委員として推薦できる。

山南 小川 後藤　康介 69 ・農地利用最適
化推進委員

地域農業発展に寄与したい。 専業
自作地　9,000㎡
借入地　9,000㎡
水稲・露地野菜・果
樹・その他（薬草）

無し 小川地区自治振興会
会長　大杉　忠

現在農地利用最適化推進委員を長期に渡り歴
任中で、農業委員会でも周知されている通り、
業務推進実績と適性は誰もが認める人物であ
る。また、小川地区井原自治会の自治会長を
勤め、言うまでもなく名実ともに中核をなして勤
めており、営農活動の活性化に献身的である。
何よりも現職中は丹波市役所に勤務し、人脈、
知り合いの多さは小川地区でも群を抜いてお
り、是非引き続き中央の農業委員会で活躍して
ほしい。

山南 和田 神崎　喜隆 64 ・会社員 微力ですが、地域農業の活性化を目
指します。

兼業
自作地　7,928㎡
借入地　1,497㎡
露地野菜・花卉

無し ふるさと和田振興会
会長　岸名　秀樹

地区の公民館長をつとめており、温厚で人望も
あり調整能力にすぐれています。またふるさと
和田振興会地域安全委員として熱心に取り組
んでいます。兼業農家として農業の実情を把握
しているため、問題解決に向け真面目に取り組
む姿勢を感じ今後に期待できます。

市島 竹田 依田　篤 69 ・会社員
・元農会長

農業振興貢献したい 兼業
自作地　2,764㎡
借入地　5,444㎡
水稲

無し 竹田地区自治振興会
会長　土田　恵三

これまでの農業経験、職歴、実績などから地域
の信任を得ていること等により適任者と思われ
るので推薦する。

市島 前山 片瀬　一弘 70 ・元会社員
・元ＪＡ夢たんば
生産部会　監事
・ＪＡ夢たんば生
産部会　会長
・農地利用最適
化推進委員

米価の上昇をきっかけに、農業従事者
の減少をくい止め、又新規農業就業者
が増える様、耕作しやすい様に農地の
集約化、遊休農地の減少に努め、効
率の良い農地になる様努めたいと思
います。

専業
自作地　9,590㎡
借入地　1,780㎡
水稲・露地野菜

無し 前山地区自治振興会
会長　井上　利博

温厚な性格と責任感で地域の信頼も厚く、農業
への取組も熱心で地域農業の課題にも積極的
に対応できる。人格、信条、行動に問題なしと
判断し、推薦する。



推薦による農地利用最適化推進委員の候補者一覧

地域 地区 被推薦者 年齢 職歴等 抱負 農業経営の状況 農業委員への応募の有無 推薦者 推薦理由

市島 吉見 余田　拓馬 60 ・元会社員
・農業法人役員
・ＪＡ野菜作り３Ｒ
会会長
・農会長
・農地利用最適
化推進委員

Ｕターンで丹波市に帰り、農家となり農
業を通じて地域活性化に繋げられたら
と言う想いで活動しております。少子
高齢化社会が進むローカル地域を少
しでもより良い地域社会を実現できる
よう地域の問題点、課題をしっかり把
握し、問題解決に向け取り組んで活動
して参ります。

専業
自作地　12,000㎡
借入地　3,000㎡
水稲・露地野菜・果
樹・その他（原木椎
茸・林業、施設使
用）

無し 吉見地区自治振興会
会長　坂谷　高義

余田拓馬さんは、専業農家として地元で活動さ
れるかたわら、農会長や水利の役員などを積
極的に努め、この地の農業構造の改革につい
ても将来を見据えて取り組まれている。
その人柄から彼を取り巻く人間は、農業分野に
関わらず沢山の方があり、色んな分野の情報
を持ちあわせており、考えに偏りがない。
再任であり、農地利用最適化推進委員として適
任であるため、推薦する。

市島 鴨庄 塩谷　成明 68 ・元会社員 農地利用最適化推進委員として地域
農業を守り、担い手への農地利用の
集約・集約化や遊休地の発生防止・解
消等に微力ながらできることから取り
組んで行きたいと思います。

専業
自作地　12,920㎡
借入地　39,980㎡
水稲・その他（小豆）

無し 鴨庄地区自治振興会
会長　永井　登

１、農業や農地に関する見識は豊富であり本業
務の見識や熱意があり地域内の信望も厚い。
２、岩戸区の自治会長、土地改良区総代、農会
長に従事し、鴨庄地区自治振興会においても
総務委員、監査委員に従事し、地域課題に対し
て積極的な取組姿勢は模範的である。

市島 美和 大隅　保夫 71 ・元公務員
・元農会長
・農地利用最適
化推進委員

美和地区においては耕作放棄地が生
活エリアに迫っている自治会が見受け
られる。実り豊かな里を支えてきた地
域力が失われようとしている今、農地
利用の最適化を図ることは喫緊の課
題である。農会長としてこの課題に関
わった経験を生かし、微力ながら農地
利用の推進に貢献したい。

兼業
自作地　4,062㎡
水稲

無し 美和地区自治振興会
会長　伏田　尚徳

大隅さんは、職歴として、市役所において地方
自治事務などを経験され、また、地元自治会に
おいては農会長としての経験をおもちで、地区
に対しても見識が深く、知識もおもちです。地区
として適任と判断されますので推薦いたしま
す。



応募による農地利用最適化推進委員の候補者一覧

地域 地区 被推薦者 年齢 職歴等 抱負 農業経営の状況 農業委員への応募の有無

柏原 新井 山口　勝則 69 ・自営業
・農地利用最適
化推進委員

農業委員さんと連携し、地域の遊休農
地の発生防止と解消に努め、地域農
業者の話し合いを促進し、農地の集
積、集約化を進め、後継者問題にも取
り組み地域農業の維持発展に努めた
い。

兼業
自作地　3,820㎡
借入地　12,440㎡
水稲・その他（黒豆）

無し

市島 美和 松本　一男 71 ・土地家屋調査
士
・元自治会長
・元自治会副会
長
・元自治会会計
・小新屋営団協
議会事務局
・営団水利組合
副組合長

私は令和５年に自己所有する田（５
筆、計5,134㎡）を、全て実弟に贈与す
るまで、稲作と畑作を約40年間兼業し
ておりました。自治会長時に猪垣の金
属ネットを申請設置し、多面的機能発
揮推進の事務局時に行政申請手続、
そして水利組合の副組合長時には用
水のパイプラインの申請・設置・運用
に携わってきました。現在は土地家屋
調査士として、農地の転用前後におけ
る地目変更等の登記を29年間営んで
おります。これまで農地の利用と活用
に関わり、活力ある農業従事者の育
成や有効な農地利用に向けて、将来
の丹波市の農地の姿を提案する場に
参加したく応募しました。

自家消費
借入地　691㎡
露地野菜・果樹

無し


